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(57)【要約】
【課題】トナーコンテナー着脱時に開閉される開閉カバ
ーの開放に係る装置の正常状態、異常状態を見極め、各
々の状態に対応して適正に制御される画像形成装置を提
供する。
【解決手段】画像形成装置は、現像部を有する画像形成
部と、装置本体に対して着脱可能なトナーコンテナーと
、トナーコンテナーのトナーを現像部に補給する中間ホ
ッパーと、中間ホッパー内のトナー残量を検知するトナ
ーの残量検知センサと、トナーコンテナーの着脱時に開
閉される開閉カバーと、開閉カバーの開閉動作を検知す
る開閉検知センサと、主制御部と、を備え、主制御部は
、印刷ジョブ実行中に、開閉カバーが開放且つ中間ホッ
パー内のトナー量が一定量未満であるときその印刷ジョ
ブに係る画像形成を継続させ、開閉カバーが開放且つ中
間ホッパー内のトナー量が一定量以上であるときその印
刷ジョブに係る画像形成を休止させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体にトナーを供給して像担持体表面の静電潜像をトナー像に現像する現像部を有
して用紙に転写するための画像形成を実行する画像形成部と、
　装置本体に対して着脱可能であってトナーが収容されたトナーコンテナーと、
　前記トナーコンテナーから供給されたトナーを収容して前記現像部に補給するための中
間ホッパーと、
　前記中間ホッパー内のトナーの残量を検知するための残量検知センサと、
　前記トナーコンテナーの装置本体に対する着脱時に開閉される開閉カバーと、
　前記開閉カバーの開閉動作を検知するための開閉検知センサと、
　前記残量検知センサ及び前記開閉検知センサからの出力を得るとともに前記画像形成部
による画像形成を制御する制御部と、
を備え、
　前記制御部は、一の印刷ジョブの実行中において、
前記開閉検知センサから得られる出力に基づいて前記開閉カバーの開放を認識したときに
、残量検知センサから得られる出力に基づいて前記中間ホッパー内のトナー量が一定量未
満であることを認識したとき、実行中の前記印刷ジョブに係る画像形成を前記画像形成部
に継続させ、
前記開閉検知センサから得られる出力に基づいて前記開閉カバーの開放を認識したときに
、残量検知センサから得られる出力に基づいて前記中間ホッパー内のトナー量が一定量以
上であることを認識したとき、実行中の前記印刷ジョブに係る画像形成を前記画像形成部
に休止させることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記画像形成部で形成した画像を用紙に転写するための転写部に向かって用紙を搬送す
る用紙搬送部を備え、
　前記制御部は、前記用紙搬送部により前記転写部に向かって用紙を搬送させている途中
で、前記開閉カバーの開放を認識して且つ前記中間ホッパー内のトナー量が一定量以上で
あることを認識したとき、搬送中の用紙への画像転写完了後に前記画像形成部による画像
形成を休止させることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記開閉カバーの開放状態をユーザーに対して報知するための報知部を備えることを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機やプリンター、ファクシミリなどといった画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複写機やプリンターなどの電子写真方式の画像形成装置においては像担持体として感光
体ドラムが広く用いられている。感光体ドラムを用いた一般的な画像形成動作は以下のよ
うである。感光体ドラムの表面は帯電部により所定電位で一様に帯電され、そこに露光部
のＬＥＤ光等を照射することにより部分的に電位が光減衰して所望する画像に対応した静
電潜像が形成される。そして、この静電潜像を現像部で現像することにより、感光体ドラ
ム表面にトナー像が形成される。このトナー像は感光体ドラムと転写部材とを接触、或い
は近接させて構成した転写領域に用紙を挿通するときに用紙に転写される。
【０００３】
　円滑な画像形成を遂行するために、上記のような画像形成動作の中枢となる現像部にお
いてその内部に収容された現像剤であるトナーの残量を適切に把握するとともにユーザー
に伝達する必要がある。ユーザーはこのトナー残量情報に基づいて画像形成装置にトナー
を補給しなければならない。そのため、画像形成装置本体に対して着脱可能なトナーコン
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テナーやトナーカートリッジが備えられ、ユーザーがそれらを容易に交換できるように構
成されているものがある。
【０００４】
　このように装置本体に対して着脱可能なトナーコンテナーやトナーカートリッジを備え
た画像形成装置の一例を特許文献１に見ることができる。特許文献１に記載された画像形
成装置は装置本体に対して着脱可能なトナーカートリッジと、トナーカートリッジから供
給されるトナーを一時的に蓄えて現像部に補給するためのトナーバッファであるホッパー
と、トナーカートリッジの着脱を検知するための検知手段とを備えている。そして、この
画像形成装置はホッパーを備えていることで、トナーカートリッジが取り外されたことを
検知した場合でもプリントジョブを続行し、トナーカートリッジの装着を促すようにして
いる。また、トナーカートリッジの着脱に際し開閉されるカバーが開いているときには閉
じるよう促している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１６２９２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載された画像形成装置はトナーカートリッジが取り外さ
れたことを検知した場合にプリントジョブを続行するにあたって、トナーカートリッジか
ら現像部に補給されるトナーの残量を考慮しているわけではない。
【０００７】
　すなわち、トナー残量が空若しくは空に近い状態でトナーカートリッジを取り外したり
、カバーを開放したりしたことを検知した場合にはその後比較的早い段階でトナーカート
リッジが新しいものに交換される可能性が高く、プリントジョブを続行させても支障が少
ない。一方、トナー量が十分に満たされている状態でトナーカートリッジを取り外したり
、カバーを開放したりしたことを検知した場合には何らかのトラブルが装置に発生してい
たり、ユーザーがそのトラブルに気が付かなかったりしている可能性がある。これにより
、例えば現像部へのトナー補給が円滑に行われず画像品質が低下したり、現像部へのトナ
ー補給がないにもかかわらず無駄な補給動作を繰り返して稼働効率が低下したりして、プ
リントジョブを続行させると多大な支障が生じる虞があることが懸念される。
【０００８】
　本発明は上記の点に鑑みなされたものであり、トナーコンテナーの装置本体に対する着
脱時に開閉される開閉カバーの印刷ジョブ実行中における開放に係る装置の正常状態、異
常状態を的確に見極め、各々の状態に対応して適正に画像形成動作を制御して好適な品質
の画像が得られるとともに稼動効率の向上が図られた画像形成装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明の画像形成装置は、像担持体にトナーを供給して像
担持体表面の静電潜像をトナー像に現像する現像部を有して用紙に転写するための画像形
成を実行する画像形成部と、装置本体に対して着脱可能であってトナーが収容されたトナ
ーコンテナーと、前記トナーコンテナーから供給されたトナーを収容して前記現像部に補
給するための中間ホッパーと、前記中間ホッパー内のトナーの残量を検知するための残量
検知センサと、前記トナーコンテナーの装置本体に対する着脱時に開閉される開閉カバー
と、前記開閉カバーの開閉動作を検知するための開閉検知センサと、前記残量検知センサ
及び前記開閉検知センサからの出力を得るとともに前記画像形成部による画像形成を制御
する制御部と、を備え、前記制御部は、一の印刷ジョブの実行中において、前記開閉検知
センサから得られる出力に基づいて前記開閉カバーの開放を認識したときに、残量検知セ
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ンサから得られる出力に基づいて前記中間ホッパー内のトナー量が一定量未満であること
を認識したとき、実行中の前記印刷ジョブに係る画像形成を前記画像形成部に継続させ、
前記開閉検知センサから得られる出力に基づいて前記開閉カバーの開放を認識したときに
、残量検知センサから得られる出力に基づいて前記中間ホッパー内のトナー量が一定量以
上であることを認識したとき、実行中の前記印刷ジョブに係る画像形成を前記画像形成部
に休止させることとした。
【００１０】
　この構成によれば、印刷ジョブ実行中に開閉カバーが開放されたときに中間ホッパー内
のトナー量が一定量未満である、すなわちトナーコンテナーのトナー量が空である場合、
画像形成装置は正常に開閉カバーが開放されたと見なし、トナーコンテナーが交換されて
トナーが新たに補給されることを前提として画像形成を継続する。したがって、画像形成
装置は十分なトナー量のもとで画像形成が円滑に実行され、好適な品質の画像が得られる
。一方、印刷ジョブ実行中に開閉カバーが開放されたときに中間ホッパー内のトナー量が
一定量以上である場合、画像形成装置は異常が生じて開閉カバーが開放されたと見なし、
何らかのトラブルが装置に発生している可能性があることに対応して画像形成を実行しな
い。したがって、画像形成装置は、例えば現像部に対する無駄なトナー補給動作が抑制さ
れ、稼働効率が向上する。
【００１１】
　また、上記構成の画像形成装置において、前記画像形成部で形成した画像を用紙に転写
するための転写部に向かって用紙を搬送する用紙搬送部を備え、前記制御部は、前記用紙
搬送部により前記転写部に向かって用紙を搬送させている途中で、前記開閉カバーの開放
を認識して且つ前記中間ホッパー内のトナー量が一定量以上であることを認識したとき、
搬送中の用紙への画像転写完了後に前記画像形成部による画像形成を休止させることとし
た。
【００１２】
　この構成によれば、開閉カバーが開放され且つ中間ホッパー内のトナー量が一定量以上
であることを認識した場合であっても、画像形成装置は転写部への搬送の途中にある用紙
に対しては画像形成を実行して画像を転写し、その後に画像形成を休止する。したがって
、画像形成装置において用紙が搬送途中で停止するといった中途半端な状態になることが
防止される。
【００１３】
　また、上記構成の画像形成装置において、前記開閉カバーの開放状態をユーザーに対し
て報知するための報知部を備えることとした。
【００１４】
　この構成によれば、開閉カバーの開放状態がいち早くユーザーに認識される。したがっ
て、ユーザーは中間ホッパー内のトナー量が一定量以上であるにもかかわらず開閉カバー
が開放されていることに関するトラブルの発生に迅速に対応することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の構成によれば、トナーコンテナーの装置本体に対する着脱時に開閉される開閉
カバーの印刷ジョブ実行中における開放に係る装置の正常状態、異常状態を的確に見極め
、各々の状態に対応して適正に画像形成動作を制御して好適な品質の画像が得られるとと
もに稼動効率の向上が図られた画像形成装置を提供することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係る画像形成装置の模型的垂直断面正面図である。
【図２】図１の画像形成装置の構成を示すブロック図である。
【図３】図１の画像形成装置の画像形成部周辺を示す垂直断面部分正面図である。
【図４】図１に示す開閉カバーの印刷ジョブ実行中における開放に係る動作を示すフロー
チャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図１～図４に基づき説明する。
【００１８】
　最初に、本発明の実施形態に係る画像形成装置について、図１及び図２を用いてその構
造の概略を説明しつつ、画像出力動作を説明する。図１は画像形成装置の模型的垂直断面
正面図、図２は画像形成装置の構成を示すブロック図である。図１中の一点鎖線矢印はレ
ーザ光Ｌを示す。
【００１９】
　図１に示すように、画像形成装置１の本体２の内部下方には給紙カセット３が配置され
ている。給紙カセット３はその内部に記録媒体である印刷前のカットペーパーなどの用紙
Ｐを積載して収容している。そして、この用紙Ｐは図１において給紙カセット３の右上方
に向け、１枚ずつ分離されて送り出される。給紙カセット３は本体２の正面側から水平に
引き出すことが可能である。
【００２０】
　本体２の内部であって給紙カセット３の右方には第１用紙搬送部４が備えられている。
第１用紙搬送部４は本体２の右側面に沿って略垂直に形設されている。そして、第１用紙
搬送部４は給紙カセット３から送り出された用紙Ｐを受け取り、本体２の右側面に沿って
垂直上方に転写部５まで搬送する。
【００２１】
　一方、画像形成装置１の本体２の上面には原稿搬送装置６が、その下方の本体２内には
画像読取部７が搭載されている。ユーザーが原稿の複写を行う場合には、文字や図形、模
様などの画像が描かれた原稿を原稿搬送装置６に積載したり、画像読取部７上面の図示し
ないコンタクトガラス上に載置したりする。原稿搬送装置６では１枚ずつ分離して原稿が
送り出され、画像読取部７によってその画像が読み取られる。コンタクトガラス上の原稿
に対しては画像読取部７内で光を走査させることによって画像が読み取られる。
【００２２】
　原稿画像の読み取りや印刷の開始は画像形成装置１の上部右側に設けられた操作パネル
８を用いて実行される。操作パネル８は本体２から上方に向かって突出する形で設けられ
ている。さらに、操作パネル８は、例えばユーザーによる印刷に使用する用紙Ｐの種類や
サイズ、拡大縮小、両面印刷の有無といった印刷条件などの設定を受け付けたり、エラー
状態やその表示の解除を受け付けたりするための操作部としての役割を果たす。また、操
作パネル８は、例えば装置の状態や注意事項、エラーメッセージなどを表示部８ａに表示
することによりそれらをユーザーに対して報知するための報知部としての役割も果たす。
【００２３】
　原稿の画像データの情報は後述する主制御部や画像処理部を経由して画像処理が施され
た後、給紙カセット３の上方であって本体２の中央部に配置された露光部９に送られる。
露光部９により、画像データに基づいて制御されたレーザ光Ｌが画像形成部３０に向かっ
て照射される。
【００２４】
　第１用紙搬送部４の上方であって露光部９の右方には画像形成部３０及び転写部５が備
えられている。画像形成部３０では露光部９によって照射されたレーザ光Ｌにより原稿画
像に対応した静電潜像が形成され、この静電潜像からトナー像が現像される。トナーは本
体２上部に備えられたトナーコンテナー１０からその下方であって露光部９の上方に備え
られた中間ホッパー１１に供給され、中間ホッパー１１から画像形成部３０に補給される
。画像形成部３０で形成されたトナー像は第１用紙搬送部４によってトナー像の形成と同
期をとって送られてきた印刷前の用紙Ｐに転写部５にて転写される。
【００２５】
　トナーコンテナー１０は本体２に対して着脱が可能である。これに関して、本体２正面
に開閉カバー１２が備えられている。開閉カバー１２を前方に向かって開放することによ
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り現れる開口を通して、トナーコンテナー１０は本体２に対して取り外したり、取り付け
たりすることができる。
【００２６】
　転写部５及び画像形成部３０の上方には定着部１３が備えられている。転写部５にて未
定着トナー像を担持した用紙Ｐは定着部１３へと送られ、熱ローラーと加圧ローラーとに
よりトナー像が加熱、加圧されて定着される。
【００２７】
　定着部１３の上方には分岐部１４が備えられている。両面印刷を行わない場合、定着部
１３から排出された用紙Ｐは分岐部１４から本体２の左側面に向かって略水平に延びる第
２用紙搬送部１５を通して搬送され、本体２の左側面上部外側に設けられた用紙排出部１
６に排出される。
【００２８】
　両面印刷を行う場合、定着部１３から排出された用紙Ｐは分岐部１４から用紙排出部１
６に向かって一旦送り出された後、すぐに第２用紙搬送部１５で本体２の右側面に向かっ
て搬送方向が切り替えられる。そして、用紙Ｐは分岐部１４を通過し、定着部１３の右方
及び転写部５の右方に設けられた両面印刷用用紙搬送路１７を通して下方に送られ、再度
第１用紙搬送部４を経て転写部５へと送られる。
【００２９】
　また、画像形成装置１は装置全体の動作制御のため、図２に示すようにその本体２内に
ＣＰＵ１９やその他の図示しない電子部品で構成された主制御部１８を備えている。主制
御部１８は中央演算処理装置であるＣＰＵ１９と画像処理部２０とを利用し、記憶部２１
に記憶、入力されたプログラム、データに基づき画像読取部７、露光部９、画像形成部３
０、定着部１３などといった構成要素を制御して一連の画像形成動作を実現する。また、
画像形成装置１は時間を計測する計時部２２を備え、画像形成動作に必要な各種時間を把
握できる。
【００３０】
　そして、開閉カバー１２に対応する箇所には開閉検知センサ２３が設けられている。開
閉検知センサ２３は、例えば本体２に設けられた透過型の光センサと開閉カバー１２に設
けられて閉鎖状態において光センサの光を遮蔽する遮蔽板とを用いて構成される。そして
、開閉カバー１２の開閉動作とともに遮蔽板が移動して光センサの出力信号の高低が切り
替わる。主制御部１８は開閉検知センサ２３の出力を受け、開閉カバー１２の開放状態ま
たは閉鎖状態を検知する。
【００３１】
　続いて、画像形成部３０周辺の詳細な構成について、図１及び図２に加えて図３を用い
て説明する。図３は画像形成部周辺を示す垂直断面部分正面図である。
【００３２】
　画像形成部３０は、図３に示すようにその中心に像担持体である感光体ドラム３１を備
えている。そして、感光体ドラム３１の近傍にはその回転方向に沿って順に、帯電部３２
、現像部３３及びクリーニング部３４が配置されている。転写部５は感光体ドラム３１の
回転方向に沿って現像部３３とクリーニング部３４との間に設けられている。
【００３３】
　感光体ドラム３１は画像形成装置１内の用紙搬送方向と直角をなす用紙幅方向、すなわ
ち図３の紙面奥行き方向に延び、その軸線方向を水平にして配置されている。感光体ドラ
ム３１はアルミニウム等により構成される導電性ローラー状基体の外側に真空蒸着等によ
って無機光導電性材料であるアモルファスシリコンの感光層を設けた無機感光体のドラム
であって、例えば直径が３０ｍｍである。感光体ドラム３１は図示しない駆動部によって
その周速度が用紙搬送速度（例えば２３０ｍｍ／ｓｅｃ）とほぼ同じになるように図３に
おいて反時計方向に回転している。
【００３４】
　帯電部３２は感光体ドラム３１の略左方に配置された、コロナ放電帯電器を用いたスコ
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ロトロン帯電装置である。なお、帯電部３２は、同じくコロナ放電帯電器を用いたコロト
ロン帯電装置や、帯電ローラー、帯電ブラシ等の接触帯電装置でも構わない。この帯電部
３２により、感光体ドラム３１の表面が所定の極性及び電位で一様に帯電する。このとき
の帯電電位は通常例えばプラス３５０Ｖである。
【００３５】
　現像部３３は感光体ドラム３１の下方に配置され、そのハウジング３３ａの内部に現像
ローラー３３ｂを備えている。現像ローラー３３ｂは現像方式が例えば磁性ジャンピング
現像であって、感光体ドラム３１の近傍に設けられている。現像ローラー３３ｂには感光
体ドラム３１の帯電極性と同極性の現像バイアスが印加される。この現像ローラー３３ｂ
により、現像剤であるトナーが帯電するとともに、感光体ドラム３１の表面の静電潜像に
移動、供給されて静電潜像が現像される。
【００３６】
　また、トナーは、例えばスチレンアクリル系の磁性一成分トナーであって図１に示すト
ナーコンテナー１０に収容されている。そして、トナーは中間ホッパー１１を経て現像部
３３の箇所まで図示しないトナー搬送機構によって搬送されて現像部３３のハウジング３
３ａ内部のトナー収容室３３ｃに補給される。なお、現像部３３の現像方式やトナーの種
類は上記のものに限定されるわけではない。
【００３７】
　転写部５は感光体ドラム３１の略右方に配置され、転写ローラー５ａを備えている。転
写ローラー５ａは感光体ドラム３１に図３において右方から圧接し、用紙Ｐを挿通させる
転写ニップ部を形成する。転写ローラー５ａは駆動装置を有することなく、感光体ドラム
３１に接触することによって感光体ドラム３１の回転に従って回転する。また、転写ロー
ラー５ａには必要に応じて感光体ドラム３１やトナーの帯電極性とは異なる極性であって
、例えばマイナス５００～マイナス１０００Ｖの転写バイアスが印加される。
【００３８】
　クリーニング部３４は感光体ドラム３１の上側に配置され、そのハウジング３４ａにク
リーニングローラ３４ｂ、クリーニングブレード３４ｃ及びトナー排出スクリュー３４ｄ
を備えている。クリーニングローラ３４ｂ及びクリーニングブレード３４ｃは感光体ドラ
ム３１に圧接し、感光体ドラム３１表面に残留したトナーなどの付着物を除去してクリー
ニングする。感光体ドラム３１表面から除去された廃棄トナーはトナー排出スクリュー３
４ｄの方へと送られ、このトナー排出スクリュー３４ｄによってクリーニング部３４の外
部の図示しない廃棄トナー回収容器に排出される。
【００３９】
　ここで、現像部３３のトナー収容室３３ｃに対してトナーを補給する中間ホッパー１１
には、図１及び図２に示すように中間ホッパー１１内のトナーの残量を検知するための残
量検知センサ１１ａが設けられている。残量検知センサ１１ａは、例えば透過型の光セン
サを用いて構成される。そして、中間ホッパー１１内にトナーが一定量以上存在すること
により光センサの光を遮蔽して光センサの出力信号の高低が切り替わる。主制御部１８は
残量検知センサ１１ａの出力を受け、中間ホッパー１１がトナーによって一定量以上満た
されている、すなわちトナー量が画像形成動作を継続するのに十分であることを検知する
。
【００４０】
　なお、残量検知センサ１１ａから得られる出力に基づいて中間ホッパー１１内のトナー
量が一定量未満であるとき、すなわちトナーコンテナー１０からトナーが供給されていな
い状態のとき、主制御部１８はトナーコンテナー１０がトナー空状態であることを認識す
る。トナーコンテナー１０内のトナー量がトナー空状態になったとき、主制御部１８は報
知部である操作パネル８の表示部８ａを用いてその状態をユーザーに対して報知し、トナ
ーコンテナー１０の交換を促す。
【００４１】
　ここで、トナーコンテナー１０の交換を行う場合、本体２正面の開閉カバー１２を開放



(8) JP 2012-242534 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

する必要がある。そして、画像形成装置１は開閉カバー１２の印刷ジョブ実行中における
開放に係る装置の正常状態、異常状態を的確に見極め、各々の状態に対応して適正に画像
形成動作を制御している。
【００４２】
　続いて、画像形成装置１の開閉カバー１２の印刷ジョブ実行中における開放に係る動作
について、図４に示すフローに沿って説明する。図４は開閉カバー１２の印刷ジョブ実行
中における開放に係る動作を示すフローチャートである。
【００４３】
　画像形成装置１において印刷ジョブが実行されると（図４のスタート）、主制御部１８
は開閉検知センサ２３から得られる出力に基づいて開閉カバー１２が開放状態であるか否
かを判定する（図４のステップ＃１０１）。開閉カバー１２が閉鎖状態であるとき（ステ
ップ＃１０１のＮｏ）、主制御部１８は画像形成装置１を通常どおり運転させる。一方、
開閉カバー１２が開放状態であるとき（ステップ＃１０１のＹｅｓ）、主制御部１８は開
閉カバー１２が開放状態であることを報知部である操作パネル８の表示部８ａに表示させ
てユーザーに報知する（ステップ＃１０２）。
【００４４】
　次に、主制御部１８は残量検知センサ１１ａから得られる出力に基づいて中間ホッパー
１１内のトナー量が一定量未満であるか否かを判定する（ステップ＃１０３）。中間ホッ
パー１１内のトナー量が一定量未満であるとき（ステップ＃１０３のＹｅｓ）、主制御部
１８はトナーコンテナー１０がトナー空状態であることを操作パネル８の表示部８ａに表
示させてユーザーに報知し、トナーコンテナー１０の交換を促す（ステップ＃１０４）。
【００４５】
　トナーコンテナー１０のトナーが空になったという報知を受けたユーザーはトナーコン
テナー１０の交換作業を行う（ステップ＃１０５）。なお、このステップ＃１０５のトナ
ーコンテナー１０の交換はユーザーの手作業によってなされる。またこの間、主制御部１
８は実行中の印刷ジョブに係る画像形成を画像形成部３０に継続させる。
【００４６】
　ユーザーによるトナーコンテナー１０の交換作業が済むと、主制御部１８は中間ホッパ
ー１１内のトナー量が一定量以上になったことを認識することによりトナーコンテナー１
０がトナー空状態であることを解除し（ステップ＃１０６）、その旨の操作パネル８への
表示も止めさせる。そして、主制御部１８は中間ホッパー１１内のトナー量が画像形成動
作を継続するのに十分であるとして画像形成装置１を通常どおり動作させる（ステップ＃
１０１に戻る）。
【００４７】
　一方、ステップ＃１０３において中間ホッパー１１内のトナー量が一定量以上であると
き（ステップ＃１０３のＮｏ）、主制御部１８は現在の印刷ジョブ中において第１用紙搬
送部４により転写部５に向かって用紙Ｐを搬送させている途中か否かを判定する（ステッ
プ＃１０７）。用紙搬送中であるとき（ステップ＃１０７のＹｅｓ）、主制御部１８は搬
送中の用紙Ｐに対する画像形成を画像形成部３０に実行させ、その画像を転写部５にて転
写させる（ステップ＃１０８）。そして、主制御部１８は以降の給紙カセット３からの用
紙搬送を実行させないようにする。
【００４８】
　続いて、主制御部１８は画像形成部３０による画像形成の実行を休止させる（ステップ
＃１０９）。そして、主制御部１８は開閉カバー１２の印刷ジョブ実行中における開放に
係る動作フローを終了する（図４のエンド）。すなわち、主制御部１８は開閉カバー１２
の閉鎖を開閉検知センサ２３で検知できるまで、画像形成部３０に画像形成動作を実行さ
せない状態で保持する。
【００４９】
　上記のように、印刷ジョブ実行中に開閉カバー１２が開放されたときに中間ホッパー１
１内のトナー量が一定量未満である、すなわちトナーコンテナー１０がトナー空状態であ
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る場合、画像形成装置１の主制御部１８は正常に開閉カバー１２が開放されたと見なし、
トナーコンテナー１０が交換されてトナーが新たに補給されることを前提として画像形成
部３０による画像形成を継続させる。したがって、画像形成装置１は十分なトナー量のも
とで画像形成が円滑に実行され、好適な品質の画像を得ることが可能である。
【００５０】
　一方、印刷ジョブ実行中に開閉カバー１２が開放されたときに中間ホッパー１１内のト
ナー量が一定量以上である場合、画像形成装置１の主制御部１８は異常が生じて開閉カバ
ー１２が開放されたと見なし、何らかのトラブルが装置に発生している可能性があること
に対応して画像形成部３０に画像形成を実行させない。したがって、画像形成装置１は、
例えば現像部３３に対する無駄なトナー補給動作を抑制することができ、稼働効率を向上
させることが可能である。
【００５１】
　なお、開閉カバー１２が開放され且つ中間ホッパー１１内のトナー量が一定量以上であ
ることを認識した場合であっても、画像形成装置１の主制御部１８は転写部５への搬送の
途中にある用紙Ｐに対しては画像形成を実行させて画像を転写させ、その後に画像形成を
休止させる。したがって、画像形成装置１において用紙Ｐが搬送途中で停止するといった
中途半端な状態になることを防止することが可能になる。
【００５２】
　また、画像形成装置１は開閉カバー１２の開放状態をユーザーに対して報知するための
報知部である操作パネル８を備えているので、開閉カバー１２の開放状態をいち早くユー
ザーに認識させることが可能である。したがって、ユーザーは中間ホッパー１１内のトナ
ー量が一定量以上であるにもかかわらず開閉カバー１２が開放されていることに関するト
ラブルの発生に迅速に対応することができる。
【００５３】
　そして、上記実施形態の構成によれば、トナーコンテナー１０の装置本体に対する着脱
時に開閉される開閉カバー１２の印刷ジョブ実行中における開放に係る装置の正常状態、
異常状態を的確に見極め、各々の状態に対応して適正に画像形成動作を制御して好適な品
質の画像が得られるとともに稼動効率の向上が図られた画像形成装置１を提供することが
可能である。
【００５４】
　以上、本発明の実施形態につき説明したが、本発明の範囲はこれに限定されるものでは
なく、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えて実施することができる。
【００５５】
　例えば、上記実施形態では、画像形成装置１としてブラックトナーのみを使用したモノ
クロ印刷用の画像形成装置を例に掲げて説明したが、発明の適用対象となる画像形成装置
はこのような機種に限定されるわけではなく、中間転写ベルトを備え、複数色を重ね合わ
せて画像形成することが可能なタンデム方式、或いはロータリー方式のカラー印刷用画像
形成装置などであっても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明は、装置本体に対して着脱可能なトナーコンテナーを備えた画像形成装置におい
て利用可能である。
【符号の説明】
【００５７】
　　　１　　画像形成装置
　　　２　　本体（装置本体）
　　　８　　操作パネル（報知部）
　　　１０　トナーコンテナー
　　　１１　中間ホッパー
　　　１１ａ　残量検知センサ



(10) JP 2012-242534 A 2012.12.10

　　　１２　開閉カバー
　　　１８　主制御部
　　　２１　記憶部
　　　２２　計時部
　　　２３　開閉検知センサ
　　　３０　画像形成部
　　　３１　感光体ドラム（像担持体）
　　　３３　現像部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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